
消
費
税
は
現
在
５
％
。
そ
れ
が
２
年
後

（
14
年
４
月
）
に
８
％
、
３
年
後
（
１
５

年
10
月
）
に
10
％
に
引
き
上
げ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
年
収
２
５
０
～
３
０
０
万
円

で
９
万
８
０
０
０
円
、
４
５
０
～
５
０
０

万
円
で
10
万
９
０
０
０
円
の
負
担
増
。
消

費
税
の
恐
ろ
し
い
と
こ
ろ
は
低
所
得
者
ほ

ど
負
担
が
大
き
い
逆
進
性
の
強
い
税
で
、

中
小
業
者
は
利
益
が
な
く
て
も
支
払
わ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
不
公
平
を
絵
に
描

い
た
よ
う
な
憲
法
違
反
の
税
で
す
。

野
田
首
相
は
消
費
増
税
し
な
い
と
「
こ

の
国
は
も
た
な
い
」
と
言
い
ま
し
た
。
国

民
生
活
を
支
え
る
社
会
保
障
が
も
た
な
い

と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
論
よ
り

証
拠
に
、
年
金
の
最
低
保
障
機
能
強
化
や

高
齢
者
後
期
医
療
制
度
の
見
直
し
な
ど
は

先
送
り
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
法
案
に
は
「
社
会
保
障
の
安
定

財
源
の
確
保
と
財
政
の
健
全
化
の
同
時
達

成
を
め
ざ
す
」
と
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

蓋
を
開
け
て
み
れ
ば
、
目
的
は
「
財
政
の

健
全
化
」
。
11
年
度
の
国
の
借
金
は
９
６

０
兆
円
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
３
０
％
と
先
進
国

で
は
最
悪
、
あ
の
ギ
リ
シ
ャ
で
さ
え
１
６

１
％
、
そ
れ
に
消
費
増
税
は
社
会
保
障
が

目
的
と
い
わ
れ
る
と
増
税
も
や
む
な
し
と

な
り
が
ち
で
す
。

も
し
、
消
費
税
が
社
会
保
障
目
的
税
と

な
る
と
、
所
得
税
や
法
人
税
な
ど
は
社
会

保
障
に
は
使
わ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
増
え
続
け
る
社
会
保
障
費
を
消
費
税

で
支
え
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
消

費
税
は
青
天
井
で
増
税
さ
れ
ま
す
。
経
団

連
は
16
％
を
主
張
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

嫌
な
ら
、
年
金
は
切
り
下
げ
、
医
療
費
は

値
上
げ
、
が
ま
ん
し
ろ
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
国
会
論
議
も
、
想
定
さ
れ

る
解
散
・
総
選
挙
も
「
消
費
増
税
」
の
是

非
が
最
大
の
争
点
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち

は
、
「
生
活
と
憲
法
を
ま
も
る
」
た
た
か

い
と
し
て
、
消
費
増
税
に
断
固
反
対
し
て

い
ま
す
。

新社会党
こんにちは
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ウソとペテンの消費税増税 世
論
を
総
結
集
し
、
法
案
を
廃
案
に
！

憲
法
違
反
の
消
費
税

社
会
保
障
は
付
け
足
し

青
天
井
の
消
費
増
税

消
費
税
増
税
関
連
法
案
が
衆
議
院
で
可
決
さ
れ
、
９
月
８
日
ま
で
の
会
期
で

参
議
院
で
の
審
議
に
移
り
ま
し
た
。
民
主
党
と
自
民
党
は
こ
こ
で
法
案
を
通

さ
な
け
れ
ば
国
が
も
た
な
い
と
危
機
感
を
共
有
、
大
連
立
を
視
野
に
入
れ
て
、

ウ
ソ
と
ペ
テ
ン
の
大
博
打
を
仕
掛
け
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
、
生
活
の
場
か
ら
庶

民
に
よ
る
庶
民
の
世
論
を
総
結
集
し
、
法
案
を
廃
案
に
追
い
込
み
ま
し
ょ
う
。

年収(万円) ８％時(円) １０％時(円)

２５０万円未満 ４万６６００ ７万６２５５

２５０～３００ ６万 １４２ ９万８４１４

３００～３５０ ５万２６２８ ８万６１１８

３５０～４００ ５万５５４６ ９万 ８９４

４００～４５０ ６万２０２２ １０万１４９０

４５０～５００ ６万６５８３ １０万８９５３

５００～５５０ ７万２９４８ １１万９３６９

５５０～６００ ７万４５３９ １２万１９７２

６００～６５０ ７万６８５８ １２万５７６７

６５０～７００ ８万４２７８ １３万７９０９

７００～７５０ ７万６５５１ １２万５２６５

７５０～８００ ９万４３７９ １５万４４３９

８００～９００ ９万１０９５ １４万９０６４

９００～１０００ ９万８０３４ １６万 ４１９

１０００～１２５０ １１万５５９０ １８万９１４７

１２５０～１５００ １３万７６１１ ２２万５１８２

１５００以上 １３万７５３７ ２２万５０６１

階層別の家計負担増

（税率５％の時と比較）

(第一生命経済研究所が試算)



６
月
20
日
に
34
年
ぶ
り
に
原
子
力
基
本
法
が

変
更
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
福
島
原
発
事
故
の

教
訓
を
生
か
す
ど
こ
ろ
か
、
こ
れ
に
逆
行
す
る

と
ん
で
も
な
い
条
項
を
加
え
ま
し
た
。
原
子
力

基
本
法
の
２
条
に
「
我
が
国
の
安
全
保
障
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
」
と
の
文
言
で
す
。
民
主
党

は
、
自
民
党
国
防
族
が
長
年
主
張
し
て
き
た
日

本
の
核
武
装
化
へ
手
を
貸
し
た
の
で
す
。
こ
れ

に
対
し
韓
国
や
中
国
は
「
日
本
の
核
武
装
に
道

を
開
く
」
と
非
難
し
て
い
ま
す
。
今
や
る
べ
き

こ
と
は
全
原
発
廃
炉
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
中
止

に
向
け
た
法
律
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
悪
法
が
続
き
ま
す
。
宇
宙
航
空
研
究

開
発
機
構
法
の
改
悪
が
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で

は
宇
宙
開
発
を
非
軍
事
・
平
和
目
的
に
限
定
し

て
い
ま
し
た
。
今
回
は
こ
の
条
項
を
削
除
し
、

宇
宙
の
軍
事
利
用
が
可
能
に
な
る
法
律
に
改
悪

し
ま
し
た
。

米
国
は
今
年
の
４
月
、
６
月
に
た
て
続
け
に

墜
落
事
故
を
起
こ
し
た
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
、

24
機
を
普
天
間
基
地
に
配
備
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
米
国
自
ら
が
沖
縄
普
天
間
基
地
を
「
世

界
一
危
険
な
基
地
」
と
認
め
、
そ
こ
に
「
低
空

飛
行
時
に
は
深
刻
な
危
険
が
あ
る
」
と
航
空
専

門
家
が
米
議
会
で
指
摘
す
る
欠
陥
機
の
オ
ス
プ

レ
イ
の
配
備
で
す
。
こ
れ
で
は
普
天
間
基
地
の

危
険
性
が
さ
ら
に
高
ま
る
と
同
時
に
、
基
地
の

固
定
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
や
沖
縄
で
は
、
県
議
会
や
41
全
市
町
村
が

こ
ぞ
っ
て
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
に
反
対
し
て
い

ま
す
。
ま
た
米
国
は
普
天
間
基
地
へ
の
配
備
に

先
立
ち
、
山
口
県
の
岩
国
基
地
で
飛
行
訓
練
を

計
画
し
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
沖
縄
配
備
後
に
は
、

日
本
全
国
で
低
空
飛
行
訓
練
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
防
衛
省
は
、
米
国
の
オ
ス
プ
レ

イ
配
備
を
了
解
し
ま
し
た
。
民
主
党
政
権
は
安

保
・
防
衛
問
題
で
も
自
公
の
い
い
な
り
で
す
。

オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
に
反
対
す
る
と
と
も
に
、

沖
縄
の
普
天
間
基
地
の
即
時
閉
鎖
、
辺
野
古
新

基
地
建
設
計
画
の
撤
回
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

福
島
第
一
原
発
は
未
だ
事
故
の
原
因
究
明
も

事
態
収
拾
も
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
廃
炉
へ
の
道

筋
す
ら
未
定
で
す
。
と
こ
ろ
が
野
田
首
相
は
６

月
16
日
に
停
止
中
の
関
西
電
力
大
飯
原
子
力
発

電
所
３
、
４
号
機
を
再
稼
働
さ
せ
ま
し
た
。
こ

れ
を
突
破
口
に
、
伊
方
原
発
を
は
じ
め
と
し
、

他
の
原
発
の
再
稼
働
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

政
府
は
大
飯
原
発
再
稼
働
に
向
け
、
暫
定
安

全
基
準
を
わ
ず
か
２
日
間
で
作
成
。
防
潮
提
の

建
設
は
１
年
後
、
免
震
重
要
棟
や
ベ
ン
ト
管
、

フ
ィ
ル
タ
ー
の
設
置
は
今
か
ら
３
年
後
と
い
う

お
粗
末
な
工
程
表
を
容
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
（
耐
性
試
験
）
の

デ
ー
タ
は
改
ざ
ん
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
飯
原
発

は
直
下
の
活
断
層
の
評
価
も
定
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
。
「
国
会
事
故
調
」
に
よ
る
事
故
の
原
因
究

明
や
「
原
子
力
規
制
庁
」
は
未
発
足
で
、
新
安

全
基
準
も
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
民
主
・
野
田

政
権
は
、
労
働
法
制
や
社
会
保
障
関
係
の
改
悪

な
ど
、
悪
法
乱
造
を
続
け
て
い
ま
す
。

庶
民
の
期
待
を
根
底
か
ら

裏
切
っ
た
民
主
党
の
政
治
か

ら
、
憲
法
を
活
か
す
政
治
に

変
え
ま
し
ょ
う
。

悪政・悪法乱造の‐民主・野田内閣

(1988年１月18日第三種郵便物認可)

民
主
党
・
野
田
内
閣
は
社
会
保
障
と

税
一
体
改
革
関
連
法
だ
け
で
な
く
、
数
々

の
悪
法
を
乱
造
し
て
い
ま
す
。
自
公
両
党

と
と
も
に
財
界
の
代
弁
者
と
な
り
、
そ
の

悪
政
ぶ
り
は
目
に
余
り
ま
す
。

消
費
税
＋
原
発
再
稼
働
＋
核
開
発･･･

核
武
装
の
道
開
く

原
発
も
宇
宙
も

軍
事
利
用
へ

世
界
一
危
険
な
基
地
に

危
険
な
欠
陥
軍
用
機

オ
ス
プ
レ
イ
配
備

原
発
利
権
が
第
一

命
を
売
り
渡
す

原
発
再
稼
働
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